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１．１０年３月期の実績　　　（平成９年４月１日～平成１０年３月３１日）�

２．11年3月期の業績予想　　　（平成１０年４月１日～平成１１年３月３１日）�

（１）    経　営　成　績�

（注）１．期中平均株式数　　10年3月期      １３２，６５７千株                                                 �　　　　　　　　　　　　　｛  9年3月期      １３２，６５７千株                                              �
　　　２．会計処理の方法の変更�
　　　　　当期より外貨建短期金銭債権債務の換算方法を取得時レート法から期末時レート法へ変更した。この変更に  �
　　　　　より前期と同一の基準によった場合に比し、経常利益及び税引前当期利益はそれぞれ５百万円増加している。�
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（２）    配　当　状　況�
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（注）１．期末発行済株式数　　10年3月期      １３２，６５７千株�　　　　　　　　　　　　　　｛  9年3月期      １３２，６５７千株　　（額面株式　１単位の株式数　１，０００株）�
　　　２．有価証券等の時価と貸借対照表計上額との差額　　８，５１１百万円�
　　　３．デリバティブ取引の時価と契約額との差額　　△　５，６７９百万円�
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添　 付     書     類�

１．当 期 及 び 次 期 の 業 績 の 概 要 

　平成９年度の建築着工は、総建築着工床面積で前年度比８５．４％と低調で、その内新設住宅は、着工床面積で７８．８�
％、戸数では８２．3％となり、持家、貸家、分譲住宅ともに前年度を下回りました。中でも持家の減少は大きく、着工床�
面積で前年度の７０．０％に止まりました。こうした中でマンションは着工床面積で前年度比１０５．６％と増加しました。�
一方、非住宅用建築物の着工床面積も前年度比９６．７％となり、特にサービス業用、公共事業用が大きく減少しました。�
　このため、建築資材業界は建築着工量減少の影響を受けて、資材の需要が減少し、特に戸建住宅向けの需要が大きな落ち�
込みとなりました。このため各種資材は、荷動きの低下に伴い市況が低迷し、特に期末にかけて混迷の度を深めました。�
　生産面では、市場縮小と在庫調整への対処のため生産活動が次第に低調となりましたが、一方で、建築の性能重視や国際�
規格への移行など、国の政策転換に伴う制度づくりの進展に伴い、安全性や快適性など住宅の基本的な性能・機能を重視し�
た製品や高齢者配慮、居住性を向上する新しい住宅構造や供給システムへの取り組みなどの新しい動きが顕著となりました。�
　こうした中、当社は市場環境の変化に対応して、特に営業体制を顧客の特性に応じて迅速に活動できるよう再編・強化す�
るとともに、生産部門との連携を強化し業務の効率化に努めました。また特に流通構造の変革が進む大都市圏の市場への対�
応力を強化しました。さらに、健康で安全な住まいの環境づくり、性能重視への対応、新カラーコーディネートの導入など�
により、成熟市場での競争力強化、顧客の信頼性向上を図るとともに、総合的なローコスト化にも注力しました。これらに�
よって、既存製品点数の７０％を新製品に切り替え、新たな品目として製品力の強化と充実を図り、シェア確保と価格維持�
に努めました。�
　当期の業績については、住宅及び建設用資材部門では、建築着工量の減少に伴い資材の需要が落ち込み、販売競争が激化�
する一方、住宅の安全性や健康への影響について需要家の関心が高まり、建築資材面でも品質、機能が厳しく選別される傾�
向が強まりました。�
　こうした市場の要請に応え、売れ筋価格帯の品揃えの充実を図ると同時に、快適で健康によい製品の推奨販売を強化し、�
内装材、造作材、住機・住設製品に抗菌処理、低ホルムアルデヒド化、バリアフリーなど、衛生・健康面に配慮した製品を�
導入し製品構成を強化しました。また、当社が独自開発の高耐久・高耐力住宅を造る「ダイライト構法」の普及促進のため、�
有力販売店・工務店の組織化を進め、併せて主力製品の総合的な拡販に努めました。�
　この結果、売り上げは住機製品、外装材、造作材が減少しましたが、増改築需要への拡販や健康面での推奨販売強化によ�
り、ダイロートンや床材の売り上げが増加しました。また、マレーシアでの合弁事業によるＭＤＦ（中質繊維板）が売り上�
げに寄与しました。�
　工業用資材部門では、車両用資材をはじめ住機・住設用資材など全般に、生産調整のため需要が減少し低調に推移しまし�
た。�
　エンジニアリング部門では、新京都駅ビル、市立豊中病院（大阪府）、大塚国際美術館（徳島県）などが竣工しましたが、�
他に大型プロジェクトがなく、中小物件やリフォーム工事などをきめ細かくフォローすることで受注確保に努めました。�
　住宅事業部門では、消費税率の引き上げに伴う個人需要の低迷や前期駆け込み需要の反動影響などから、戸建住宅需要が�
急減し、営業体制の強化により受注拡大に努めましたが、売り上げは減少しました。    �
　木材及び木製品部門では、南洋材原木の需要減少により、木材加工品の販売拡大を図り品目の転換を進めたため、売り上�
げは減少しました。�
　当期の設備投資につきましては、富山工場内に建設を進めていた住宅用階段部材の生産工場が完成し、平成９年４月より�
稼働を開始しました。また、各工場において生産性向上のための各種設備工事を実施しました。さらに岡山市内には木造住�
宅用構造部材の加工・販売を目的とする㈱ＤＨＳコンポーネント岡山を、地元建材販売会社との共同出資により設立してプ�
レカット工場を建設し、平成９年１０月竣工しました。これらの所要資金はすべて自己資金を充当しました。�
　以上の経過により、売上高は前期比１０．４％減の２，１３３億１２８万円となり、経常利益では５５．７％減の４０億�
９，６５４万円となり、当期利益は同７２．９％減の１０億８，５１１万円となりました。�
　次期の業績予測につきましては、引き続き景気が停滞し厳しい環境が続くものと見られますが、政府の経済対策が徐々に�
効果を発揮し、後半には持ち直しが期待されます。今後の住宅建設についてはなお低調に推移するものと見られ、住宅関連�
資材はこのため需要の底這い状態による厳しい局面が続くものと予想されます。このため、シェアの確保に向けて業界の製�
品開発、生産、流通、施工面での競争はさらに一層激しくなるものと思われます。一方では、建築基準法の改正をはじめ、�
グローバル化に向けての新しい制度への移行など国の政策を受けて、住宅の安全性、快適性、健康面への市場の要請は低価�
格化の要請と併せて今後ますます強まるものと見られます。�
　当社は、こうした市場の変化や要請に迅速に対応するため、素材や製品、構造や工法の研究開発を進めるとともに、コス�
トの低減、販売力の強化を図り、主力事業の一層の市場シェア拡大と新規市場の開拓に努め、業績の回復、拡大に努める所�
存でございます。また経営の合理化、経営効率の向上に注力し、企業体質の強化を図りたいと存じます。�
��
２．配  当  政  策 �
��
　当社は株主に安定した配当を継続することを基本方針とし、将来の発展のため財務体質の強化、内部留保の確保に努め、�
業績の向上・安定に努力しております。当期は、売上高の減少及び有価証券の評価損の計上などで当期利益が減少しました�
が、期末配当金は中間配当金と同様に１株につき３円７５銭とさせていただく予定であります。この結果、当期の利益配当�
は７円５０銭（中間３円７５銭、期末３円７５銭）となり、これによる当期の配当性向は９１．７％となります。�
　今後も利益配当の金額につきましては、安定配当を基本に収益の状況に応じ、株主への利益還元に努める所存でございま�
す。�
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３．貸   借   対   照   表�

資 産 の 部 �

（ 流 動 資 産 ） �

現 金 ・ 預 金 �

受 取 手 形 �

売 掛 金 �

有 価 証 券 �

製 品 ・ 商 品 �

山 林 �

仕 掛 品 �

未 成 工 事 支 出 金 �

原 材 料 ・ 貯 蔵 品 �

前 渡 金 �

諸 預 け 金 �

前 払 費 用 �

短 期 貸 付 金 �

そ の 他 流 動 資 産 �

貸 倒 引 当 金 �

（ 固 定 資 産 ） �

（ 有 形 固 定 資 産 ） �

建 物 ・ 構 築 物 �

機 械 装 置 �

車 両 運 搬 具 �

工 具 ・ 器 具 ・ 備 品 �

土 地 �

山 林 及 び 植 林 �

建 設 仮 勘 定 �

（ 無 形 固 定 資 産 ） �

施 設 利 用 権 そ の 他 �

（ 投 資 等 ） �

投 資 有 価 証 券 �

子 会 社 株 式 �

長 期 貸 付 金 �

長 期 保 証 金 �

そ の 他 投 資 �

貸 倒 引 当 金 �

資 産 合 計 �

１７３，３８４�

（　１０１，８３９　）�

１３，４２９�

１７，９３３�

２８，９８３�

６，４０２�

２４，１７１�

２６�

１，６０８�

２，３４３�

１，９１１�

１３３�

１９１�

２２４�

１，１１２�

３，７７２�

△   　　　４０４�

（　　７１，５４４　）�

（　　４６，９４６　）�

１１，０３４�

１９，４２５�

５７�

９２７�

１２，６２１�

５８４�

２，２９４�

（　　　　　１１６　）�

１１６�

（　　２４，４８１　）�

９，４９９�

６１５�

９，０１１�

１，７６１�

３，８５７�

△  　　　２６２�

１７３，３８４�

△　５，５５２  �

（△　９，９０２　）�

△　１，９１４�

△　９，６９９�

１６�

△　１，８８２�

２，４５２�

－�

３３�

６１�

１１８�

△　　　　３４�

△　　　１２５�

△　　　　　１�

１，４５８�

△　　　４２４�

３８�

（　　４，３５１　）�

（△　　　９８９　）�

４５�

△　　　４１７�

△　　　　１３�

△　　　１３３�

９７�

－�

△　　　５６８�

（　　　　　　３　）�

３�

（　　５，３３８　）�

４１０�

２５�

３，８８９�

△　　　　１１�

１，６３７�

△　　　６１２�

△　５，５５２�

１６７，８３２�

（　　９１，９３７　）�

１１，５１５�

８，２３４�

２８，９９９�

４，５２０�

２６，６２３�

２６�

１，６４１�

２，４０４�

２，０２９�

９９�

６６�

２２３�

２，５７０�

３，３４８�

△  　　　３６６�

（　　７５，８９５　）�

（　　４５，９５７　）�

１１，０７９�

１９，００８�

４４�

７９４�

１２，７１８�

５８４�

１，７２６�

（　　　　　１１９　）�

１１９�

（　　２９，８１９　）�

９，９０９�

６４０�

１２，９００�

１，７５０�

５，４９４�

△  　　　８７４�

１６７，８３２�

１００．０�

（　５４．８）�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

（　４５．２）�

（　２７．４）�

�

�

�

�

�

�

�

（　　０．１）�

�

（　１７．７）�

�

�

�

�

�

�

１００．０�

１００．０�

（　５８．７）�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

（　４１．３）�

（　２７．１）�

�

�

�

�

�

�

�

（　　０．１）�

�

（　１４．１）�

�

�

�

�

�

�

１００．０�

百万円�百万円� ％�百万円�

科　　　　　目� 増 減 金 額 �

大建工業株式会社�

％�

当　　期　（１０．３．３１）� 前　　期　（９．３．３１）�
金　　　　額� 構　成　比�金　　　　額� 構　成　比�
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負 債 の 部 �

（ 流 動 負 債 ） �

支 払 手 形 �

買 掛 金 �

短 期 借 入 金 �

未 払 金 �

未 払 法 人 税 等 �

未 払 事 業 税 等 �

前 受 金 �

諸 預 り 金 �

賞 与 引 当 金 �

固定資産圧縮特別勘定�

そ の 他 流 動 負 債 �

（ 固 定 負 債 ） �

転 換 社 債 �

長 期 借 入 金 �

退 職 給 与 引 当 金 �

そ の 他 固 定 負 債 �

�

�

資 本 の 部 �

（ 資 本 金 ） �

（ 法 定 準 備 金 ） �

資 本 準 備 金 �

利 益 準 備 金 �

（ 剰 余 金 ） �

配 当 引 当 積 立 金 �

退 職 積 立 金 �

特 別 償 却 積 立 金 �

海外投資等損失積立金�

別 途 積 立 金 �

当 期 未 処 分 利 益 �

（ う ち 当 期 利 益 ） �

�

負債及び資本合計�

１１２，２８８ �

（　　９３，５０１　）�

５１，３２５�

１８，３６９�

７，３１８�

５，９９８�

２，７９８�

１，１９４�

１，５７０�

１，６４０�

２，３４８�

４５６�

４８１�

（　　１８，７８７　）�

１，２５４�

１４，２９３�

２，５６９�

６７０ �

�

�

６１，０９５�

（　　１３，１５０　）�

（　　１４，０９９　）�

１１，８５０�

２，２４８�

（　　３３，８４６　）�

４８５�

４１０�

２１２�

４６７�

２８，０００�

４，２７２�

（　　　４，００１　）�

�

１７３，３８４�

△　５，５５７�

（△１０，２１３　）�

△１０，６４８  �

△　２，９２７ �

７，４３２�

△　１，２８５�

△　２，６５８�

△　１，０８１�

４１３�

３２７�

１８４�

－�

２８�

（　　４，６５６　）�

－�

４，５５６�

１０５�

△　　　　　５�

�

�

６�

（　　　　　　－　）�

（　　　　１０８　）�

－�

１０８�

（△　　　１０３　）�

－�

－�

△ 　　　　２９�

－�

２，８００�

△　２，８７４�

（△　２，９１６　）�

�

△　５，５５２�

１０６，７３１�

（　　８３，２８８　）�

４０，６７７�

１５，４４２�

１４，７５０�

４，７１３�

１４０�

１１３�

１，９８３�

１，９６７�

２，５３２�

４５６�

５０９�

（　　２３，４４３　）�

１，２５４�

１８，８４９�

２，６７４�

６６５�

�

�

６１，１０１�

（　　１３，１５０　）�

（　　１４，２０７　）�

１１，８５０�

２，３５６�

（　　３３，７４３　）�

４８５�

４１０�

１８３�

４６７�

３０，８００�

１，３９８ �

（　　　１，０８５　）�

�

１６７，８３２�

６３．６�

（　４９．６）�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

（　１４．０）�

�

�

�

�

�

�

３６．４�

（　　７．８）�

（　　８．５）�

�

�

（　２０．１）�

�

�

�

�

�

�

�

�

１００．０�

６４．８�

（　５３．９）�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

（　１０．９）�

�

�

�

�

�

�

３５．２�

（　　７．６）�

（　　８．１）�

�

�

（　１９．５）�

�

�

�

�

�

�

�

�

１００．０�

百万円�百万円� ％�百万円�

科　　　　　目� 増 減 金 額 �
当　　期　（１０．３．３１）� 前　　期　（９．３．３１）�

金　　　　額� 構　成　比�金　　　　額� 構　成　比�
％�



－５－�

４．損   益   計   算   書�

営 業 損 益 の 部 �
売 上 高 �
売 上 原 価 �
販売費及び一般管理費 �
営 業 利 益 �
�
営 業 外 損 益 の 部 �
営 業 外 収 益 �
受取利息及び配当金�
雑 収 入 �
営 業 外 費 用 �
支払利息及び割引料�
雑 損 失  �

�
経 常 利 益 �
�
特 別 利 益 �
貸 倒 引 当 金 戻 入 額 �
債権償却特別勘定戻入益�
�
特 別 損 失 �
固 定 資 産 除 却 損 失 �
更生会社等有価証券評価損�
有 価 証 券 評 価 損 �
投資有価証券評価損�
債権償却特別勘定繰入損�
貸 倒 損 失 �
役 員 退 職 金 �
�
税 引 前 当 期 利 益 �
法 人 税 及 び 住 民 税 額 �
当 期 利 益 �
�
前 期 繰 越 利 益 �
中 間 配 当 額 �
利 益 準 備 金 積 立 額 �
当 期 未 処 分 利 益 �

百万円�百万円� ％� ％�百万円� ％�
�

△２４，７０３�
△１５，６０７�
△　３，０１３�
△　６，０８３�

�
�

（　　　　８７３）�
３０２�
５７１�

（△      　　  ５１）�
１９０�

△　　　２４０�
�

△　５，１５９�
�

（△　　　　６０）�
△　　　　６１�

２�
�

（　　１，９６８）�
△　　　３７６�

１８７�
１，１１０�
８８４�
４８９�

△　　　　３８�
△　　　２９０�

�
△　７，１８６�
△　４，２７０�
△　２，９１６�

�
４２�
０�
０�

△　２，８７４�

�
△　１０．４�
△　　８．５�
△　　６．８�
△　６４．５�

�
�

（　４６．５）�
�
�

（△　　２．５）�
�
�
�

△　５５．７�
�

（△　８８．２）�
�
�
�

（　１９８．４）�
�
�
�
�
�
�
�
�

△　８６．３�
△　９８．６�
△　７２．９�

�
２１３，３０１�
１６８，８９３�
４１，０６２�
３，３４５�

�
�

（　　２，７５１）�
１，１８０�
１，５７０�

（　　２，０００）�
１，２５８�
７４２�

�
４，０９６�

�
（　　　　　　８）�

６�
２�
�

（　　２，９６０）�
２３７�
１８７�

１，１１０�
８８４�
４９０�
４�
４５�
�

１，１４５�
６０�

１，０８５�
�

８６０�
４９７�
４９�

１，３９８�

�
２３８，００４�
１８４，５００�
４４，０７５�
９，４２８�

�
�

（　　１，８７８）�
８７８�
９９９�

（　　２，０５１）�
１，０６８�
９８２�

�
９，２５５�

�
（　　　　　６８）�

６７�
０�
�

（　　　　９９２）�
６１３�
－�
－�
－�
１�
４２�
３３５�

�
８，３３１�
４，３３０�
４，００１�

�
８１８�
４９７�
４９�

４，２７２�

�
１００．０�
７９．２�
１９．２�
１．６�

�
�

（　　１．３）�
�
�

（　　１．０）�
�
�
�

１．９�
�

（　　０．０）�
�
�
�

（　　１．４）�
�
�
�
�
�
�
�
�

０．５�
０．０�
０．５�

�
１００．０�
７７．５�
１８．５�
４．０�

�
�

（　　０．８）�
�
�

（　　０．９）�
�
�
�

３．９�
�

（　　０．０）�
�
�
�

（　　０．４）�
�
�
�
�
�
�
�
�

３．５�
１．８�
１．７�

科　　　　　目� 増減金額� 対前期比�

大建工業株式会社�
　　　　　自　９．４．　１�　当　　期（至１０．３．３１）�

　　　　　自　８．４．　１�　前　　期（至　９．３．３１）�

金　　　額� 百 分 比 � 金　　　額� 百 分 比 �



－６－�

８．リース取引の会計処理方法は、リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リー�
　　ス取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっている。�
�
９．消費税等の会計処理は、税抜方式を採用している。��
�

注  　記 �
�

（  重 要 な 会 計 方 針  ）      �
�                                                                                                                  �
１．棚卸資産の評価方法は、移動平均法による原価基準によっている。                      �
�                                                                                                                  �
２．有価証券の評価方法は、移動平均法による原価基準によっている。�
�
３．特定金銭信託に含まれる有価証券の評価方法は、銘柄別の移動平均法による原価基準によっている。�
�
４．有形固定資産の減価償却方法は、定率法によっている。              �
�
５．外貨建短期金銭債権債務の換算方法は、従来取得時又は発生時の為替相場により円換算していたが、当期より決算�
　　時の為替相場により円換算する方法に変更した。この変更により前期と同一の基準によった場合に比し、経常利益�
　　及び税引前当期利益はそれぞれ５百万円多く計上されている。�
�
６．繰延資産の処理方法は、全額を支出時の費用として処理している。            �
�
７．引 当 金 の 計 上 基 準�

　（１）退職給与引当金は従業員の退職金の支出に備えるため設定したもので、法人税法の所定限度額を計上している。�
　（２）賞与引当金は従業員の賞与支給に備えるため設定したもので、法人税法の規定による支給対象期間基準の�
　　　　所定限度額を計上している。�
　（３）貸倒引当金は貸倒損失発生に備えるため設定したもので、法人税法の所定限度額のほか、取引先の資産内容等�
　　　　を考慮して計上している。�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 当        期　　　　　　　　　   前       期            �
１．有形固定資産の減価償却累計額�
２．子会社に対する短期金銭債権�
　　子会社に対する長期金銭債権�
　　子会社に対する短期金銭債務�
３．担 保 に 供 し て い る 資 産 �
４．受 取 手 形 割 引 高 �
　　保 証 債 務 �
５．自 己 株 式 �
�

子  会  社  と  の  取  引  高                                                           当       期                                       前        期    �
　売           上           高�
　仕           入           高 �
　営業取引以外取引高 �
�
�

（  貸 借 対 照 表 関 係  ）�

３３，７３７百万円�
３，４８６百万円�
２，９５１百万円�
３，４３７百万円�
７，６３７百万円�
１４，１９７百万円�
５，５３２百万円�

０百万円�

２９，２８４百万円�
２，７６２百万円�
２，４５７百万円�
３，３３７百万円�
６，１９０百万円�
１１，５９９百万円�
６，１１８百万円�

０百万円�（168株)                                       （269株）�

（    リ  ー  ス    関    係    ）�

リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース取引�
�                                                                                                            当       期                                       前        期    �
１．取得価額相当額 �
　　減価償却累計額相当額�
　　期末残高相当額 �
２．未経過リース料期末残高相当額�
　　　　１年以内�
　　　　１年超�
　　　　合計�
３．支払リース料（減価償却費相当額）�
４．減価償却費相当額の算定方法は、定額法によっている。�
５．上記注記は、有形固定資産の期末残高等の占める未経過リース料期末残高相当額の割合が低いため、�
　　支払利子込み法により算定している。�

（  損 益 計 算 書 関 係  ） 

９，１５２百万円�
１３，６０１百万円�

２７０百万円�

７，９７８百万円�
１３，１９９百万円�

２８６百万円�

　３，７７６百万円                       ３，４０１百万円�
１，８００百万円                       １，３２４百万円�
１，９７６百万円                       ２，０７７百万円�

�
８００百万円                               ７２８百万円�

１，１７６百万円                       １，３４８百万円�
１，９７６百万円                       ２，０７７百万円�
８４３百万円                               ６９３百万円�



－７－�

５．�利　�益　処　分　案�

�
�
当 期 未 処 分 利 益 �
特別償却積立金取崩額�
別 途 積 立 金 取 崩 額 �

計�
�
これを次の通り処分する。�
�
�
利 益 準 備 金 �
利 益 配 当 金 �
�
�
取 締 役 賞 与 金 �
別 途 積 立 金 �
次 期 繰 越 利 益 �

百万円� 百万円�
�

１，３９８�
９０�

２，０００�
３，４８８�

�
�
�
�

５４�
４９７�

（１株につき３円７５銭）�
�

４０�
－�

２，８９６�

百万円�
�

４，２７２�
２９�
－�

４，３０１�
�
�
�
�

５８�
４９７�

（１株につき３円７５銭）�
�

８５�
２，８００�
８６０�

�
△　　２，８７４�

６１�
２，０００�

△　　　　８１３�
�
�
�
�

△　　　　　　４�
０�

　�
�

△　　　　　４５�
△　　２，８００�

２，０３６�

科　　目�
期　　別� 当　　　　　　期� 前　　　　　　期�

（９．４．１～１０．３．３１）�（８．４．１～９．３．３１）�

（９．４．１～１０．３．３１）�（８．４．１～９．３．３１）�

増 減 金 額 �

大建工業株式会社�

（注）平成９年１２月１５日に４９７百万円（１株につき３円７５銭）の中間配当を実施した。�

６．�売 上 高 比 較 表 �

�
住宅・建設用資材�
�
工 業 用 資 材 �
�
エンジニアリング�
�
住 宅 事 業 �
�
木 材 ・ 木 製 品 �
�
そ の 他 �
�
合　　　　　計�

�
１４４，７８６�

�
７，３９７�

�
２７，９５３�

�
７，３４５�

�
１６，９１１�

�
８，９０７�

�
２１３，３０１�

百万円� �
６７．９�

�
３．５�

�
１３．１�

�
３．４�

�
７．９�

�
４．２�

�
１００．０�

％�

金　　額� 構　成　比�

�
１５６，９５０�

�
９，５７８�

�
３２，６２２�

�
９，２４９�

�
２０，８３３�

�
８，７７０�

�
２３８，００４�

百万円� �
６５．９�

�
４．０�

�
１３．７�

�
３．９�

�
８．８�

�
３．７�

�
１００．０�

％� �
△１２，１６４�

�
△　２，１８１�

�
△　４，６６９�

�
△　１，９０４

　�
△　３，９２２�

�
１３７�

�
△２４，７０３�

百万円� �
△　７．８�

�
△２２．８�

�
△１４．３�

�
△　２０．６

　�
△１８．８�

�
１．６�

�
△１０．４�

％�

金　　額� 構　成　比�科　　目�

期　　別� 当　　　　　　期� 前　　　　　　期�

２，７３７百万円� ２，８１２百万円�当　期�（注）　　売上高に含まれる輸出高　� 前　期�

増 減 金 額 � 増 減 比 �



－８－�

７．有価証券等の時価情報�

�

百万円�百万円�百万円�百万円�百万円�百万円�

種　　　類 

市場性ある有価証券に係る時価情報�

当　　期（平成１０年３月３１日）�
時　　　価� 評価損益�貸借対照表価額�

前　　期（平成９年３月３１日）�
時　　　価� 評価損益�貸借対照表価額�

（1）流動資産に�
属するもの�
株 式 �
債 券 �
そ の 他 �
小 計 �

（2）固定資産に�
属するもの�
株 式 �
債 券 �
そ の 他 �
小 計 �
合 計 �

�
�

４，２３４�
－�

２８５�
４，５２０�

�
�

６，７１４�
３０�
－�

６，７４４�
１１，２６４�

�
�

５，３７６�
－�

１８３�
５，５５９�

�
�

１４，１８５�
３０�
－�

１４，２１５�
１９，７７５�

�
�

１，１４２�
－�

△　　　１０２�
１，０３９�

�
�

７，４７１�
０�
－�

７，４７１�
８，５１１�

�
�

５，０５６�
９２�
４０４�

５，５５２�
�
�

６，７０７�
３０�
－�

６，７３７�
１２，２９０�

�
�

６，４７３�
８２�
２８１�

６，８３６�
�
�

１８，５０１�
３１�
－�

１８，５３２�
２５，３６９�

�
�

１，４１７�
△　　　　１０�
△　　　１２３�
１，２８４�

�
�

１１，７９４�
１�
－�

１１，７９５�
１３，０７９�

１．金 利 関 連 �

デリバティブ取引に関する状況�

当　期（平成１０年３月３１日）�
時　　価�評価損益�契約額�

うち１年超�
時　　価�評価損益�契約額�

うち１年超�

前　期（平成９年３月３１日）�

スワップ取引�
金利スワップ �
受取固定・支払変動�
受取変動・支払固定�
受取変動・支払変動�
その他�
�

合 計 �

百万円�
�

500�
56, 500�
16, 134�
－�
�

73, 134

百万円�
�

500�
55, 500�
13, 245�
－�
�

69, 245

百万円�
�
24�

△  2, 240�
△  3, 451�

－�
�

△  5, 666

百万円�
�
24�

△  2, 240�
△  3, 451�

－�
�

△  5, 666

百万円�
�

18, 000�
26, 650�
5, 780�
1, 000�

�

51, 430

百万円�
�

2, 500�
26, 500�
－�
－�
�

29, 000

百万円�
�
－�
－�
－�
－�
�

－�

百万円�
�
－�
－�
－�
－�
�

－�

（注）１．時価等の算定方法�
　　　　　上 場 有 価 証 券　　　主に東京証券取引所の最終価格          �
　　　　　店 頭 売 買 有 価 証 券　　　証券業協会が発表する最終売買値段        �
　　　　　証券投資信託の受益証券　　　基　準　価　格      �
　　　２．株式には自己株式を含んでいる。�
　　　３．開示の対象から除いた有価証券の貸借対照表計上額          �
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当　　期　　　　　　前　　期�
　　　　　固定資産に属するもの　　　　株　　式　　　　　３，８０５百万円　　３，３７７百万円  �
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（うち関係会社株式　２，４９２百万円　　２，４４７百万円）�

区
　
分�

市
場
外
取
引�



－９－�

２．通 貨 関 連 �

当　期（平成１０年３月３１日）�
時　　価�評価損益�契約額�

うち１年超�
時　　価�評価損益�契約額�

うち１年超�

前　期（平成９年３月３１日）�

為替予約取引�
買　建 �
米ドル�
フランスフラン�
ドイツマルク�
売　建�
米ドル�

合 計 �

百万円�
�

236�
12�
18�
�
12�

280

百万円�
�
－�
－�
－�
�
－�

－�

百万円�
�

221�
12�
17�
�
12�

264

百万円�
�

△        15�
0�

△          1�
�
0�

△        16

百万円�
�

196�
27�
46�
�
8�

278

百万円�
�
－�
－�
－�
�
－�

－�

百万円�
�

207�
29�
46�
�
8�

292

百万円�
�
11�
2�
0�
�
0�

14

区
　
分�

市
場
外
取
引�

３．株 式 関 連 �

当　期（平成１０年３月３１日）�
時　　価�評価損益�契約額�

うち１年超�
時　　価�評価損益�契約額�

うち１年超�

前　期（平成９年３月３１日）�

�
先物取引 �
売    建�
買    建�
�
�

合 計 �

百万円�
�
－�
－�
�
�

－�

百万円�
�
－�
－�
�
�

－�

百万円�
�
－�
－�
�
�

－�

百万円�
�
－�
－�
�
�

－�

百万円�
�

1, 953�
－�
　�
�

1, 953

百万円�
�
－�
－�
�
�

－�

百万円�
�

1, 944�
－�
　�
�

1, 944

百万円�
�
9�
－�
　�
�

9

区
　
分�

市
場
取
引�

４．債 券 関 連 �

当　期（平成１０年３月３１日）�
時　　価�評価損益�契約額�

うち１年超�
時　　価�評価損益�契約額�

うち１年超�

前　期（平成９年３月３１日）�

�
先物取引 �
売    建�
買    建�
�
�

合 計 �

百万円�
�

3, 257�
－�
�
�

3, 257

百万円�
�
－�
－�
�
�

－�

百万円�
�

3, 254�
－�
�
�

3, 254

百万円�
�
3�
－�
�
�

3

百万円�
�

3, 510�
－�
　�
�

3, 510

百万円�
�
－�
－�
�
�

－�

百万円�
�

3, 525�
－�
　�
�

3, 525

百万円�
�

△        15�
－�
　�
�

△        15

区
　
分�

市
場
取
引�
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